
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2014.10.15 
SGC 本社事務局 

１．活動日時：2014 年 10 月 11 日（土） 10：00～15：00 

２．参 加 者： 11 名 （現役ＧＳ：5 名 社友ＧＳ：5 名 巣箱指導：カワセミ写真倶楽部 幹事長 成瀬雅夫氏） 

３．活動内容 

・当日は、９月 13 日にリフォームしたフクロウの巣箱にウェブカメラの取り付けと、候補の木に設置する予定で 

したが、台風 19 号が近づいていたことから巣箱の設置は見送り、代わりに設置する木の見極めを行いました。 

・また、香遠さん（社友会）の知人で、カワセミ、フクロウ、ミサゴなどの野鳥の生態写真を撮り続けておられる 

「カワセミ写真倶楽部」幹事長の成瀬正夫氏が巣箱指導で参加され、フクロウが営巣する巣箱などの特徴や、好ん

で営巣する木の条件などを伺いました。 

・「巣箱の穴の直径は 15cm 程度」「穴の深さは 60cm 程度」「巣箱の前の空間は遮るものが無く開かれていること」 

「近くに雛が止まれるような張り出した枝があること」などは以前に学んだことと共通項目が多く、自信を深め 

ました。 

・「フクロウは、雨が巣内に入るのを嫌う」という情報は初めてでしたので早速取り入れ、それぞれの巣箱の庇 

（ひさし）を延ばす作業を追加しました。 

・嬉しいことに、久しぶりにシャープ山岳部の蒲さんと、「天理古墳シャープの森」のササユリ保全活動で着実に 

成果を上げられている筒井さんが参加。大いに盛り上がりました。 

４．今後の活動計画 

 ・フクロウのペアリング（求愛活動）は 11 月から始まることから、主要な木には 10 月 25 日のチーム神於山の活

動日に巣箱を設置し、11 月 8 日のＳＧＣ活動日には新しく作る一個を含め、6 個の巣箱を全数設置したいと思っ

ています。 

2014 年 10 月 11 日 神於山ＧＳ活動報告 

■ワイワイがやがや“庇”を延ばすリフォーム実施     いつも通りワイワイがやがや賑やかです。 

・巣箱指導の成瀬さん（赤いブレーカーの方）の「フクロウは雨を嫌う」という情報で、ご自身も即

戦力でリフォームの仲間入りされ、全員で「庇」を延ばす作業に取り組みました。 

・天板そのものを取り換える班や、新たに板を追加する班など、取り組み方は色々。 

・雨避けを完全にするために、屋根板の側面に更に雨避けの板を取り付ける班など対策も色々。 

・さて今年フクロウは、どの巣箱を選ぶのでしょうか？ 楽しみです。 

それぞれ班に分かれて「庇」伸ばしの作業開始。 成瀬さんも参加。この班は屋根そのものを交換しました。 

インパクトドライバーが有ったらなあ・・・。 “こうすると雨は巣箱には入りません。” 納得。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ウェブカメラの取り付け    別に打ち合わせた訳ではありませんが、全て付け方が違います。 

・昨年は、まさか営巣するとは思っていなかったこ

ともあり、巣箱の中の確認は、釣竿の先にカメラ

を付け、巣箱を一つ一つ覗く形で行っていました。 

・一見良い方法に思えますが、釣竿先のカメラを素

早く巣箱の中に入れることは中々難しく、また入

ってもカメラが揺れて安定した画像が得られない

上に、神経質になっている親鳥を驚かすことにな

るという欠点が有りました。 

・そこで今年は全ての巣箱に SGC で購入したカメラ

をあらかじめセットしておき、延長ケーブルで幹

元に降ろしてある端子をノートパソコンに繋げば

確認できるようにしました。 

・カメラは巣箱の中に、台座に乗せた 

形で取り付けていますから、直接雨 

がかかる事はありませんが、防水仕様 

ではないので慎重に取り付けました。 

後面中央取り付けタイプ。天板裏に雨避け付。 側面中央取り付けタイプ。雨避け付。 

天板設置タイプ。雨避け付。 

角設置タイプ（突っつきガード付） 

角設置タイプ（メンテ対応カメラ抜き取り可能型） 

カメラの作動チェック。5 個全て合格でした。 



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動頂いた皆さん。       社友ＧＳの土居さんが所用で先に帰られた為、記念撮影は 10 名になっています。 

■新たに選び直した設置予定の木。 成瀬さんの助言を基に見直した結果、昨年営巣した木を含め候補は 6 本になりました。 

・上は、蒲さんがゲットした 

アケビ。 

・ムべと似ていますが、アケビは

熟すと二つに割れます。 

・これは手で割りましたから少し

早かったかもしれません。 

■台風１９号対策。     巣箱を守るため、板で囲って倉庫ごとロープで縛りました。 

クリの木広場の入口の木 昨年観察カメラを設置した木 自然林の中の候補１ 

自然林の中の候補２ 一番最初に付けた基地近くの木 

・成瀬さんの助言は、きしわだ自然

資料館の風間学芸員や、営巣成功

者の西垣さんの助言とほぼ同じで

したが、これまであまり意識して

いなかった「近くに雛が止まれる

枝のある木」も重要要素とのこと

から今回条件に加えて選び直しま

した。 

・基地近くでは、一番初めに巣箱を

架けた木や、展望台の後ろのスギ

やヒノキも候補になりそうです。 

・台風 19 号対策で、5 個

の巣箱は、上部をポリ袋

で覆い、かためて置いて

板で囲い、更に倉庫ごと

ロープで縛って固定しま

した。 
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